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以下は11月28日（火）会津会場でのプレゼン資料です



NPO法人 裏磐梯エコツーリズム協会
会長 眞野 眞理子



設立のきっかけ
・平成１５年
「多くの来訪者が訪れる観光地での取り組み」として環境省
のエコツーリズム推進モデル地区となる

・平成１９年～
地域住民が主体となって裏磐梯エコツーリズム協会を設立

・「エコツーリズム入門国立公園」として、自然や歴史、文化
などに一歩踏み込み、深く学ぶ場として地域活動を展開する

・平成２９年９月
継続事業を行う事を目的にNPO法人裏磐梯エコツーリズム
協会を設立。さらに発展的な事業展開を目指していく



団体の目的
アクション 詳 細

①共有する 資源を掘り起こして価値を
共有する

②伝える 資源の価値を発信し交流を
促進するための「伝える力」
を育てる

③守る 利用により資源が傷つかぬ
よう自然や文化を守る

④興す 資源を活用し、地域の個性
を生かした産業を興す



活動紹介１
【モニタリング事業】
・毎月一回住民参加で自然環境の

推移を記録。（五色沼、水質、花等）

・年１回、専門家と共に保全について

検討し報告書を作成

・環境省や村と協働し特定外来植

物の駆除活動を実施

・特定外来生物ウチダザリガニの

生態数観測を調査し、子供達向け

の講座を開講

【出前講座 ・ツアー造成】
・掘り起こした資源を次世代や観光
客に伝え共有
・歴史遺産や文化を解説するガイド
とともに遺跡や施設をめぐり学ぶ
講座を開講
・冬の流山をスノーシューで歩き
磐梯山の噴火について学ぶ
・希少性のある花や昆虫など学
術的観点から検証



活動紹介２

【情報発信事業】

・磐梯山周辺地域の情報発信

・エコツーリズム通信・ ＨＰ・ ＦＢの活用

【特産品の開発】

・新トレッキングコースの開発
・地域資源の殖産

【地域イベントへの協力】

・ファミリーサイクリング
・エコナイトファンタジー雪祭り



私たちの課題１

地域の課題

• 村民人口が減少し従来のイベントの催行が困難。イベントそ
のものを見直す時期．．．？

• 各組織の横の連携が不十分⇒観光事業所等の意欲が減退

• 地域の各業種と連携

• 活動を広く展開していくため行政との連動、協働を密にする

• 地域の資源を守り磨き、継続して活用する事業を展開

• それによって地域づくりの推進を図る



私たちの課題２

雇用問題

• 若い人達の収入が安定するには・・・？

• 観光地ゆえの季節変動に対しては・・・？

• 協会の理念を理解してもらうスタッフを増やすには・・・？

•個性的な産業を興し年間を通じた経済活動ができる

•空き家対策などの活用を行政に提案

•エコツーリズムガイドの育成・スキルアップを図る



サポートお願いします！！

【特定外来生物の駆除活動】
・オオハンゴンソウ

・ウチダザリガニ

・コカナダモ

→ 参加人数の減少

人手不足のためにどん

どん繁殖・繁茂している

→ 猪苗代湖の環境悪化

水源である裏磐梯から

できるだけ汚水

を流さない

【飲み残しゼロ運動】
・裏磐梯は水源の源流域のため
なるべくきれいな状態で下流に
流す意識づけをする
・コップに残ったビールやジュース、
お味噌汁などを残さないように
飲み干す



協働に向けて

①私たちの貴重な財産であるモニタリング報告書の送付

外来生物駆除活動等のプロジェクト経過についてお知らせします！

②定期的に発行しているエコツーリズム通信を送付

楽しいツアーや講座などに参加し自然と一体化できる体験をぜひ！！

③企業人としてのスキルアップのために

自然を学び、生きる力を身に着けたスキルの高い社員を育てるお手伝
い

をします！！！



ご支援・ご協力お願いします

【寄付・協賛のお願い】

・事業を推進していく上で力になるものであり

健全な運営を行う一助になる

・様々な活動の多様性や幅を広げることができる

【各企業のメリット】

・イメージ戦略に合致させCSRとして活用できる

・市民の動向を知ることができる

・企業（社員の方々）の気づきになりうる



ご清聴ありがとうございました


